
 

 

 

 

 

 

 

 

長い夏休みもようやく終わろうとしています。今年の夏は、連日の猛暑で屋外での活動も制限さ

れていましたね。この暑さはしばらく続きそうなので、９月も暑さ対策をしながら、子どもたちが

元気に園生活を送れるように配慮していきたいと思います。 

さて、７月３０日にカムチャッカ半島の地震による津波警報が出されました。幼稚園は夏休みに

入っていましたが、預かり保育に３３人の子どもたちが登園しておりました。警報の発令に伴い、

すぐに隣の高洲小学校４階教室に避難しました。子どもたちはとても落ち着いて職員の指示に従っ

て行動することができ、日頃の訓練の賜物だと感じました。小学校には、子どもルームや高洲保育

所の子どもたち、地域の住民の方も避難していました。約５時間にわたっての避難中は、小学校の

ご配慮で DVDを見せていただいたり、シートの上で給食を食べたり、お昼寝をしたり、ゲームをし

たりと子どもたちが落ち着いて過ごせるように配慮しました。無事に避難したものの、「子どもた

ちのお昼ごはんはどうする？」「ブルーシートは必要？」「保護者のお迎えは？」などと次々に考

えなければならないことが出てきて、現場は混乱していました。そして、実際に避難してみて足り

ないものがはっきりとわかりました。また、小学校との連絡、園児の対応、すぐ動く係など職員が

役割を分担して対応することの大切さも痛感しました。今回のことは、いざという時のための良い

経験となりました。今後も園児の安全のために何が必要なのかをしっかりと考え準備をしていきた

いと思います。９月１２日（金）には避難訓練（保護者引き渡し訓練）を予定しています。ご家庭

でもいざという時のための備えを見直してみてはいかがでしょうか。     園長 和田 由美 

 

 

 

 今 月 の ね ら い 今 月 の う た  

年少 
・園生活のリズムを取り戻し、安心して過ごす 

・体を思い切り動かして遊ぶ楽しさを味わう 

アイアイ 

こぶたぬきつねこ 

年中 
・やりたい遊びをみつけ、生活リズムを取り戻す 

・友だちと一緒に体を動かす心地よさを感じる 

こぶたぬきつねこ 

とんぼのめがね 

年長 
・友だちと思いを伝えあい、一緒に遊びや生活を進める 

・運動遊びに興味を持ち、友だちと一緒に体を動かして遊ぶこ

とを楽しむ 

こぶたぬきつねこ 

線路は続くよどこま

でも 

令和７年度  園だより ９月号 

R７.9.１  認定こども園 敬愛短期大学附属幼稚園 

今月のおすすめ絵本・・・「やまなしもぎ」  福音館書店 

再話：平野 直 画：太田 大八    

病気のお母さんに食べさせようとやまなしもぎにでかける３人の兄弟。

長男ははじめに行き、次男が次に行きますが帰ってきません。上の２人は、

山のふもとでのどが渇いているおばあさんに親切にしなかったために、沼

のぬしに吞まれてしまいました。とうとう３男の三郎の番になりますが・・・。  

「ゆけっちゃ かさかさ」という言葉を信じて三郎は突き進みます。力強い

傑作昔話絵本です。 

私も二人の息子に何度もせがまれて読み聞かせた思い出の絵本です。 

       

 

 

 


